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紹 介 作 品 
 

＜特選＞ 

中学校の部 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 備考 

物理 

広島女学院中学校 ３ 岩田 和奏 
扇風機の羽の素材・枚数と空力騒音との

関係について 
全国出品 

江田島市立能美中学校 １ 桂 唯那 寝ぐせを防ぐ研究 
全国出品 

広島県科学賞 
委員会賞 

地学 尾道市立栗原中学校 ３ 青山 希美 日本の川水質大調査 ～最終章～ 全国出品 

 

高等学校の部 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 備考 

物理 広島県立広島高等学校 ３ 潮 櫂宜 
液体の性質の違いによる落水音の性質の

変化 

全国出品 

読売新聞社賞 

化学 広島県立広島高等学校 ３ 佐々木 百香 
卵殻を用いた銅(Ⅱ)イオンを含む水の 

浄化 
全国出品 

生物 
広島県立 

西条農業高等学校 

３ 奥戸 希海斗 コオロギのフンの潜在的生物機能 

～フンに含まれる微生物の力で土壌改良

材を開発～ 

全国出品 
１ 

佐々木 親之 

上垣内 豪大 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

 

 

＊作品名は、出品時の作品名どおりに記載しております。 

＊紹介画像は、研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は、広島県立教育センター 科学・芸術教育棟 １階～３階ロビーに掲示して

あります。当センターへお越しの際は、ぜひ、足を運んでください。 

＊学校や教科部会等へのパネル等の貸出も可能です。（科学研究の奨励及び充実・発展を目

的とする場合に限る。） 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 

物理 広島大学附属高等学校 ３ 

入澤 瑠星 

熱音響現象の実用化を目指して 

小井手 寛大 

網岡 和希 

加藤 弘起 

穴迫 祐 

桐原 啓 
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【特選】         広島女学院中学校  第３学年  岩田 和奏 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
仮説に対する検証実験を適切に計画しており、考察から新たな課題を見いだしている優

れた作品である。 

工夫した点 

・条件制御のため、1.5Ｖ・３Ｖで電圧を切り替えられる扇風機の土台と面積・形を統一
した羽根を自作した。また、タフトグリッドを自作し、風の性能（強度・範囲）と騒音
の関係を調べた。 

・身近な素材の羽根で実験することで、再現性の高いものにした。また、「扇風機を手作
りする」というシチュエーションに役立つ研究にした。 

分かった点 

・紙皿、アルミ皿、ＰＥＴと比べ、ＰＰ（ポリプロピレン）は静音性に優れた素材であ
る。身近に手に入る材料で、捻りの無い形で扇風機の羽根を作る際、素材の重量や変
形のしやすさが騒音に関わっている。 

・羽根の枚数を増やしても騒音は増さず、むしろ減少することがある。素材の性質に合
った適切なバランスがあるのだと考えられる。 

もっと追究したい点 

・アルミ皿以外の羽根の場合、枚数を変えると騒音の大きさはどう変わるのか。 
・羽根の枚数を変えたとき、質量・総面積等どの要素の変化が騒音に影響するのか。 
・今回の実際では回転数（rpm）を計測できなかったが、扇風機の羽根が空気に与えるエ
ネルギーを考える上で重要なファクターなので計測したい。また、風洞などを用いて、
素材・枚数ごとの空気の流れを可視化したい。 
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第 6８回 日本学生科学賞 

全日本科学教育振興委員会賞 

【特選】        江田島市立能美中学校  第１学年  桂 唯那 
 

 

 

 
【講評】 
寝ぐせを防ぐ方法として、そのメカニズムを踏まえた条件に基づいて解決策を提案して

いる、優れた作品である。 
 
 
 
 

工夫した点 

・最初に寝ぐせがつく原因は何かを考えた点。 
私の髪は雨が降るとうねる。また、私が寝ている時の様子をビデオカメラでとり、寝

ている時は色んな形に髪が折り曲げられていることが分かった。そこで、湿度と髪の折
り曲げが、寝ぐせがつく主な原因では？と予想した。 

・髪の毛のくせのつきやすさを調べるために自分なりの実験方法を考えた点。 
寝ている時の髪の折り曲げを再現するために、髪を直線に矯正した後に PET ボトル

に巻き付けた。そして、濡らしたり加湿したりした後に乾燥させて、くせの強さを曲が
った髪の形の直径として測定した。 

・狙った一定の加湿条件を作れるように湿度コントロールした点。 
お風呂からヒントを得てジョイントマット（スポンジのマット）と卓上加湿器でウェ

ットボックスを自作した。最初は狙った湿度を一定に保つのが難しかったが、実験を重
ねるうちに、ジョイントマットで作った箱に隙間をあけると、隙間の大きさで湿度がコ
ントロールできることが分かり、これにより狙った一定の加湿条件を作ることができ
た。 

分かった点 

・髪は濡れなくても、湿度 83%以上の加湿で強い寝ぐせがつき、湿度 73%以下でかなり弱
まり、湿度 45%以下ではつかないことが分かった。 

・就寝時の髪は寝返りで加湿と乾燥を繰り返していた。また、就寝時に髪が加湿された
時（頭と枕が接触している時）の湿度は個人差があり、寝ぐせのつきやすさが異なっ
ていた。その湿度差は約 10%しかないが、ちょうど寝ぐせのつきやすさが大きく変わる
湿度範囲にあることが分かった。 

・寝ぐせを防ぐためには、就寝中の髪を湿度約 70%以下に保つか、髪の吸湿を防ぐ成分を
塗ることが有効であることが分かった。 

・髪の吸湿を防ぐ成分としては、シリコーン成分（ウォータープルーフ化粧品など様々
な商品に含まれる成分）やオイル成分に効果があることが分かった。保湿成分を塗る
と逆に寝ぐせが強くなることが分かった。ヘアオイルを塗るなどの従来の寝ぐせ対策
では、保湿成分が入っているために効果が低かったと考える。 

もっと追究したい点 

・髪質には個人差があり、寝ぐせのつきやすさの違いがある可能性があるため、より多
くの人の髪で研究に取り組みたい。 

・今回、就寝中の髪を湿度約 70%以下に保つ方法として、換気や除湿効果がある防湿枕
や、シルクなど吸湿効果のあるナイトキャップで、ある程度は寝ぐせを防げることを
確認できた。今後は、髪の吸湿を防ぐ成分として、保湿成分を含まないシリコーン成
分を手に入れて、実際に寝ぐせを防げるのかを確かめたい。 
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【特選】        尾道市立栗原中学校  第３学年  青山 希美 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
継続的な調査を行い、近隣の河川だけでなく遠隔地の河川についても調査を行って水質

に影響を与える原因について考察した、優れた作品である。 

工夫した点 

・過去７年間のデータを表やグラフにまとめ、大きな地図や実際の写真を使うことで調
査したそれぞれの河川ごとに比較しやすくしたこと。 

・それぞれの河川のどこの地点を採水したのかが分かりやすくなるように、大きな地図
だけではなく、拡大した地図とそれぞれの地点の写真を載せたこと。 

分かった点 

・調査したどの河川も上流から下流にかけて値が出ていて、汚くなる原因の１つが生活
排水であること。 

・日本一きれいな川と日本一汚い川では、下流の値は激しかったものの、猪名川、大和
川の源流地点は、川辺川と同等の値を示していたこと。 

もっと追究したい点 

・河川１つ１つでたくさんの地点で採水をし、地形や環境でどのような変化が見られる
のかを調べたい。 

・観点を増やし、もっと幅広い視点から水質を調べたい。 
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第 6８回 日本学生科学賞 

入選 1 等 

【特選】        広島県立広島高等学校  第３学年  潮 櫂宜 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
液体の落下音に対する密度、粘度及び表面張力の影響を考察し、定性的な結果を得るな

ど、液体が生じる音に関する基礎研究として優れた作品である。 
 

 
 
 
 
 

工夫した点 

・液体を、人の手を介することなく一定の速度と量を保って落下させることのできる実
験装置を自作し、再現性を確保した。 

・全ての要素を直接個別に分けて比較することが困難だったため、複数の実験から総合
的に考察を行った。 

分かった点 

・落水音は気泡の振動に由来する。 
・液体の密度が大きくなると、乱流の発生度合いが大きくなり、音圧が大きくなる。 
・液体の粘度が小さくなると、乱流の発生度合いが大きくなり、音圧が大きくなる。 
・液体の表面張力が大きくなると、音圧が大きくなる。 

もっと追究したい点 

・液体の種類による落水音のスペクトル変化の詳細 
・表面張力が大きくなると、音圧が大きくなる原因の解明 
・密度・粘度・表面張力を変数としたときの、音圧の厳密な定式化 
・騒音問題解決に向けたアプローチ 
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第 6８回 日本学生科学賞 

入選 ３等 

【特選】      広島県立広島高等学校  第３学年  佐々木 百香 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
世界の課題である水質汚染の問題解決に向けて、その解決方法を科学的な分析を用いな

がら提案している優れた作品である。 
 

 
 
 
 
 

工夫した点 

・考察を、様々な観点から行うようにした。研究全体としては化学の分野の研究だが、
研究対象物の科学的組成の分析だけでなく、表面の物理的構造を観察したりと、化学・
物理両側面からの考察を行った。そうすることで、考察を論理的かつ科学的に進めら
れたと考えている。 

分かった点 

・卵殻を加熱すると多孔質構造の変化という物理的な変化と、熱分解反応という化学的
な変化が起こる。卵殻が銅(Ⅱ)イオンを回収する過程では、多孔質構造による物理吸着
と、水酸化銅(Ⅱ)の沈殿という化学反応が起こる。回収量、反応速度を鑑みると、加熱
温度 1000℃の卵殻が銅(Ⅱ)イオンの回収に最も適している。 

もっと追究したい点 

・本研究では銅(Ⅱ)イオンの回収法としてバッチ法を採用したが、実用性を考えるとカラ
ム法でも同様に回収できるのかを実験してみるのは有効だと考える。また、卵殻自体
の物性変化も非常に面白いので、加熱によってなぜ表面構造が大胆に変化するのかと
いうことを追究したい。 



 



 

【特選】    広島県立西条農業高等学校  第３学年  奥戸 希海斗 
                      第 1学年  佐々木 親之 
                      第１学年  上垣内 豪大 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
有用なセルロース分解菌を発見し、コオロギを中心とした循環型バイオエコノミーの実

現に近付くことができた、優れた作品である。 

工夫した点 

・栽培実験では、信頼性の高いデータを出すために播種数を多くした。栽培や計測が大
変であったが、一つ一つ丁寧に手作業で栽培と計測を行った。 

・分解能力の測定では、分解能力をグルコースの量で数値化することを工夫した。分解
能力を数値化する方法を色々と調べたり専門家に訪ねたりした。 

分かった点 

・コオロギのフン中にセルロース分解細菌が含まれており、その中に植物成長促進根圏
細菌の可能性があるものが存在していることが分かった。 

・自作の土壌改良材が一般的な土壌改良材である腐葉土よりもコマツナを成長させるこ
とが分かった。 

もっと追究したい点 

・植物成長促進根圏細菌はインドール酢酸生成能力や抗細菌能力を持っている。今回見
つけた細菌にそのような能力があるか調べる。調べる際には、どうにか数値化して比
較する。そして、有用な菌を選別して土壌改良材を完成させたい。 



・実験方法 熱音響現象が発生(空気の振動が発生)した時点と現象発生中のスタック(スチールウール)の

両端の温度を計測する。熱源には、ガスバーナーあるいは電熱線(世界初の技術)を使用する。

広島大学附属高等学校3年
入澤瑠星 小井出寛大 網岡和希 加藤弘起 穴迫祐 桐原啓 指導教諭:稲垣貴也 佐々木康子 山本剛士

・研究目的
人類の活動に不可欠な「振動」が
効率よく発生する条件を探るという
目標を持ち、熱音響現象に注目し空
気を振動させる最適な条件を探る。
“振動”の例：
音、エンジン、熱音響クーラー

・原理:熱音響現象とは？

普通の状態

・参考文献
・琵琶 哲志 熱音響デバイス ・坂本 眞一 はじめての熱音響 ・愛媛県立松山南高等学校（田中諒、村上聖音） 熱音響現象における温度変化の最適条件

・藤田 武 他 熱音響冷却システムにおけるスタックの長さに関する基礎研究 ・堀田 浩平 他 小型熱音響冷却システムにおける全長変化とスタック特性の関係について
・森本紗羽 パイプを炙った結果，音が出ました~熱音響機関を身近に~ など

・今後の展望
・廃熱などの捨てられているエネルギーの再利用にむけて、実際の

状況を想定して熱音響現象を行う。

・太陽光などのより小さいエネルギー源から現象を発生させる。

→一定時間、現象を持続させることに成功した（new）

・実験1
振動を生み出すための条件を調べる。

温度差(Th[K]-Tc[K])なのか温度勾配((Th[K]-Tc[K])/l[mm])（=Zとする）
なのか。

[方法]   

0.02g/mmのスタック(スチールウール)の長さを変化させて

音が鳴り始める瞬間の温度差を測定する。

[結果]

[考察]

熱音響現象を起こすためには温度差ではなく、温度勾配が重要で
あるということが分かった。その値はZ≅8.93[K/mm]である。

・実験2
温度勾配と振動の大きさ(音圧の大きさ)の関係を調べる。

その際振動の大きさの指標として音圧(dB) を使う。

[方法] 
①様々な温度勾配における音圧を測定する。

②音圧(dB)は相対的な指標であるため
観測地点での音圧(Pa)の値に変換する。

[結果]

温度勾配上昇時の傾きは、温度勾配下降時の傾きより小さい。

[考察]

加熱する際はガスバーナーで試験管外部の空気も温められるため、
外部への放熱が妨げられ試験管内で効率的に熱の対流が起きて音圧

が大きくなった。一方で、加熱しないときはガスバーナーの炎がも
たらす保温機能がなくなる。よって外部との温度差が大きくなり、

外部への放熱がしやすくなり、音圧が小さくなったと考えられる。

・結論と考察
熱音響現象は温度差ではなく温度勾配によって発生することから、

ある一定の温度差を用いて現象を起こす際には、スタックの長さを
調節することにより必要な温度勾配を作ることでそれを実現できる

といえる。また、内燃・外燃を比較する実験より内燃機関のほうが

効率が良いと分かった。これらの結果が工場などの廃熱からエネル
ギーを取り出す技術の確立に向けての大きな一歩となったと思う。

スタック
(空間を隔てるもの)

温度差の発生 空気の不安定化

空気の疎密一方を加熱

振動の発生

(数百回/s)

１８cm試験管→約５００Hz

・予備実験
発生する音の音圧を大きくするための装置の条件について、以下の

条件を比較して検討を行った。

実験概略図

熱音響現象の実用化を目指して

外燃 内燃

・実験3
実験2より同じ温度勾配でも保温状態によって発生する音圧の差が生

まれたことから、外燃機関と内燃機関によるその差を比較する。

[方法] これまでの実験を内燃機構で行う。

[結果]   

温度勾配上昇時の傾きは、温度勾配下降時の傾きより大きい。

［考察］
実験２と比べ、温度勾配上昇時と下降時のグラフの傾きが逆転してい

るのは、加熱をやめた後、内燃機関では蓄えられたエネルギーの放出が
少なく、振動生成にも使われたからであると考えられる。

※現象発生の効率とは発生した最大音圧の
値を要した仕事率で割った指標 (Pa/w)

●温度勾配上昇時
●温度勾配下降時

保温機構
（アルミニウム箔で

覆ったもの）

濡らしたティッシュ スチールウール 電熱線

濡らしたティッシュ スチールウール ガスバーナー

電源装置

（直流）

音
圧
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【講評】 
熱振動現象を理解するために、温度勾配という概念を新たに提案し、効率的な活用に向

けた研究を行うなど、熱振動現象への理解を深めるための基礎研究として優れた作品であ
る。 

工夫した点 

・簡単かつシンプルな方法・装置（大型の設備ではなく、学校の理科教室で容易に準備
ができる道具）で熱音響現象を再現した点 

・従来の外燃機構に加え、新たに電熱線を用いた内燃機構を開発・導入し、また、従来の
温度差の概念に加え、新たに温度勾配（温度差をその 2 つの温度が隔てられる距離で
除したもの）を用いて現象を理解した点 

分かった点 

・試験管内の空気を隔てるスチールウールの長さを変化させて、必要な温度勾配を作る
ことで現象を発生させ、振動を生成することが可能になる点 

・温度勾配を大きくすることで得られる振動が大きくなり、内燃機構の方が外燃機構よ
り振動生成効率が良い点 

もっと追究したい点 

・ガスバーナー、電熱線、太陽光以外の様々な熱源を用いて現象を発生させ、振動を生
成する点 

・現実の排熱（300℃程度またはそれ以下の低温排熱）を利用して、実験結果を応用させ、
技術を実用化させていく点 


